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(訂正 )「 2024年 1月期  通期業績予想との差異に関するお知らせ」の  

訂正に関するお知らせ  

 

 

記 

 

１. 訂正の理由 

本日公表しました「2024年１月期決算短信[日本基準](非連結)」の訂正に伴い、「2024年1月期 通期業績

予想との差異に関するお知らせ」における数値について訂正するものです。詳細につきましては、本日開示

の「(訂正・数値データ訂正)「2024年１月期決算短信[日本基準](非連結)」の訂正に関するお知らせ」の１．

訂正の理由、２．訂正の内容 に記載しております。 

 

２. 訂正の内容 

訂正箇所には下線を付けて表示しております。 

  



 

【訂正前】 

１. 2024年１月期個別業績予想と実績値の差異(2023年２月１日～2024年１月31日) 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 15,400 770 908 589 278円30銭 

実 績 値(Ｂ) 14,571 475 564 386 196円37銭 

増 減 額(Ｂ-Ａ) △828 △294 △343 △202  

増 減 率(％) △5.7 △61.9 △60.8 △52.6  

(ご参考) 前期実績 
(2023年１月期) 

14,709 797 941 613 296円56銭 

※ 前回発表予想および前期実績における１株当たりの当期純利益につきましては、2023 年８月１日付で行

った株式分割(普通株式１株につき３株の割合)の影響を考慮しております。 

 

２. 差異の理由 

 当社は、土木の専業者としてインフラ工事・都市再開発工事を行う特殊土木工事等事業と、戸建住宅から大

型施設の地盤改良工事を行う住宅関連工事事業、太陽光設備等の建設工事と土壌浄化等の環境保全を行う環境

開発事業及びマンションなどの新築工事、リフォーム工事などを行う建築事業を主力事業として事業活動を行

っております。 

 業績修正の理由としましては、特殊土木工事等事業の都市再開発工事にて地中障害物などの影響により大幅

な工期延長となり約２億６千万円の工事損失を計上することとなったためであります。 

 これらの結果、売上高につきましては145億71百万円(前期比0.9％減)となりました。利益につきましては、

営業利益は４億75百万円(同40.3％減)、経常利益は５億64百万円(同40.0％減)、当期純利益は３億86百万円(同

37.1％減)となりました。 



 

【訂正後】 

１. 2024年１月期個別業績予想と実績値の差異(2023年２月１日～2024年１月31日) 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 15,400 770 908 589 278円30銭 

実 績 値(Ｂ) 14,571 225 314 212 107円96銭 

増 減 額(Ｂ-Ａ) △828 △544 △593 △376  

増 減 率(％) △5.7 △241.7 △189.1 △177.5  

(ご参考) 前期実績 
(2023年１月期) 

14,709 797 941 613 296円56銭 

※ 前回発表予想および前期実績における１株当たりの当期純利益につきましては、2023 年８月１日付で行

った株式分割(普通株式１株につき３株の割合)の影響を考慮しております。 

 

２. 差異の理由 

 当社は、土木の専業者としてインフラ工事・都市再開発工事を行う特殊土木工事等事業と、戸建住宅から大

型施設の地盤改良工事を行う住宅関連工事事業、太陽光設備等の建設工事と土壌浄化等の環境保全を行う環境

開発事業及びマンションなどの新築工事、リフォーム工事などを行う建築事業を主力事業として事業活動を行

っております。 

 業績修正の理由としましては、特殊土木工事等事業の都市再開発工事にて地中障害物などの影響により大幅

な工期延長となり約２億６千万円の工事損失を計上することとなったためであります。また、建築事業におけ

る主要下請施工会社の自己破産申請があったことにより、この施工会社に対する債権・債務について精査を行

った結果、貸倒引当金を約２億５千万円計上することとなったためであります。 

 これらの結果、売上高につきましては145億71百万円(前期比0.9％減)となりました。利益につきましては、

営業利益は２億25百万円(同71.7％減)、経常利益は３億14百万円(同66.6％減)、当期純利益は２億12百万円(同

65.4％減)となりました。 

 


